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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の吹出口と、前記各吹出口に設けられ吹出し方向を調節可能に構成されている複数
のルーバと、を備える空気調和機の室内機において、
　室内機の停止時には前記ルーバは前記吹出口を閉じる方向に回動されると共に、前記吹
出口を閉じる方向に回動された室内機停止時のルーバ角度を全閉角度とし、
　前記室内機の運転時に前記ルーバの動作を設定するためのリモコンを備え、前記リモコ
ンで設定可能な前記ルーバの角度のうちの最小角度を第１角度とし、最大角度を第２角度
としたとき、
　予め定めた所定の運転条件では、複数の前記吹出口の内、一部の吹出口のルーバ角度を
、室内機停止時のルーバ角度である全閉角度よりも大きく且つ前記第１角度よりも小さい
第３角度に設定され、他の前記吹出口のルーバは前記リモコンから設定可能なルーバ動作
を行うことを特徴とする空気調和機の室内機。
【請求項２】
　請求項１に記載の空気調和機の室内機において、
　前記所定の運転条件になると、複数の前記ルーバの内の一部のルーバの角度を、所定時
間全閉角度に保持し、その後、前記第３角度に制御されることを特徴とする空気調和機の
室内機。
【請求項３】
　請求項１に記載の空気調和機の室内機において、
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　室内機停止時のルーバ角度である全閉角度を０度としたとき、前記第１角度は２７～３
０度の範囲で、前記第２角度は６０～７０度の範囲で、それぞれ任意に設定され、更に前
記第３角度は５～２５度の範囲で任意に設定されていることを特徴とする空気調和機の室
内機。
【請求項４】
　請求項１に記載の空気調和機の室内機において、
　前記吹出口は、前記室内機の中央の吸込口を囲むように４か所設けられ、前記第３角度
に設定されるルーバは所定時間毎に順次切り替えられるように構成されていることを特徴
とする空気調和機の室内機。
【請求項５】
　請求項１に記載の空気調和機の室内機において、
　前記所定の運転条件は暖房運転であることを特徴とする空気調和機の室内機。
【請求項６】
　請求項１に記載の空気調和機の室内機において、
　前記所定の運転条件は、外気温度と室温との温度差が予め定めた所定の温度差以上に大
きい高負荷運転条件で運転される場合であることを特徴とする空気調和機の室内機。
【請求項７】
　請求項１に記載の空気調和機の室内機において、
　前記所定の運転条件は高速吹出しが設定された場合であることを特徴とする空気調和機
の室内機。
【請求項８】
　請求項１に記載の空気調和機の室内機において、
　前記所定の運転条件は、吹出し風速を大きくして、室内の上部と下部の温度差を小さく
する攪拌運転を行う場合であることを特徴とする空気調和機の室内機。
【請求項９】
　複数の吹出口と、前記各吹出口に設けられ吹出し方向を調節可能に構成されている複数
のルーバと、を備える空気調和機の室内機において、
　室内機の停止時には前記ルーバは前記吹出口を閉じる方向に回動されると共に、前記吹
出口を閉じる方向に回動された室内機停止時のルーバ角度を全閉角度とし、
　前記室内機の運転時に前記ルーバをオートスイングさせる機能を有し、前記オートスイ
ング時の前記ルーバの最小角度を第１角度とし、最大角度を第２角度としたとき、
　予め定めた所定の運転条件では、複数の前記吹出口の内、一部の吹出口のルーバ角度を
、室内機停止時のルーバ角度である全閉角度よりも大きく且つ前記第１角度よりも小さい
第３角度に設定され、他の前記吹出口のルーバはオートスイング或いは任意の角度に設定
されることを特徴とする空気調和機の室内機。
【請求項１０】
　請求項９に記載の空気調和機の室内機において、
　前記室内機の運転時に前記ルーバの動作を設定するためのリモコンを備え、前記第１角
度は前記リモコンで設定可能な前記ルーバの角度のうちの最小角度であることを特徴とす
る空気調和機の室内機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機の室内機に係り、特に、複数の吹出口を有し、それぞれの吹出口
に風向を制御するためのルーバを備えるものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の空気調和機として、複数の吹出口（例えば４つ）を備える空気調和機の室内機が
あり、このような室内機では暖房運転時に、暖房する室内の温度ムラを改善するため、複
数の吹出口から吹き出される加熱された空気の吹出し方向をそれぞれ異なる風向とするこ
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とで、空気の攪拌動作を行うようにしたものがある。
【０００３】
　また、複数の吹出口のうち、一部の吹出口のルーバ角度を通常運転では使用しない角度
にして、開口面積を狭め、残りの吹出口に風量を集中させて、風速を高めるようにしたも
のもある。
【０００４】
　この種従来技術としては、特許第６１３５７３４号公報（特許文献１）に記載のものが
あり、この特許文献１のものでは、暖房運転時において、室内負荷が高い場合、室内機の
吹出口の一部を、開口面積が小さくなるように、ルーバを、最大の下吹き位置よりも更に
大きな角度に回動させる気流ブロック位置とし、残りの吹出口のルーバを水平吹き位置に
するように制御している。
【０００５】
　前記気流ブロック位置とは、ルーバが通常使用する最大角度（下吹き）から更に開き、
ルーバの羽根が吹出口の中に深く入り込む位置である。このように構成することにより、
ルーバの羽根で気流の流路を塞ぐようにしている。ルーバが気流ブロック位置にある吹出
口では吹出風量が大幅に減るので、残りの吹出口における風速が高まり、通常より遠くに
吹出空気を到達させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第６１３５７３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、上記特許文献１に記載されているような気流ブロック位置までルーバを回転さ
せようとすると、通常の室内機では、ルーバが、断熱材などで構成されている吹出口の壁
面に接触する。このため、ルーバを前記気流ブロック位置まで回転させることができるよ
うにするためには、ルーバ付近の吹出口の内部構造を変更する必要がある。
【０００８】
　また、一部の吹出口のルーバを全閉位置（運転停止時の位置）とすることで、残りの吹
出口における風速を増加させることも考えられるが、ルーバを全閉位置にすると風圧によ
ってルーバがたわんでしまう課題がある。
【０００９】
　本発明の目的は、複数の吹出口の一部の吹出口からの高速吹出しを可能にしつつ、各吹
出口に設けられているルーバのたわみを抑制することもできる空気調和機の室内機を得る
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するため、本発明は、複数の吹出口と、前記各吹出口に設けられ吹出し
方向を調節可能に構成されている複数のルーバと、を備える空気調和機の室内機において
、室内機の停止時には前記ルーバは前記吹出口を閉じる方向に回動されると共に、前記吹
出口を閉じる方向に回動された室内機停止時のルーバ角度を全閉角度とし、前記室内機の
運転時に前記ルーバの動作を設定するためのリモコンを備え、前記リモコンで設定可能な
前記ルーバの角度のうちの最小角度を第１角度とし、最大角度を第２角度としたとき、予
め定めた所定の運転条件では、複数の前記吹出口の内、一部の吹出口のルーバ角度を、室
内機停止時のルーバ角度である全閉角度よりも大きく且つ前記第１角度よりも小さい第３
角度に設定され、他の前記吹出口のルーバは前記リモコンから設定可能なルーバ動作を行
うことを特徴とする。
【００１１】
　本発明の他の特徴は、複数の吹出口と、前記各吹出口に設けられ吹出し方向を調節可能
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に構成されている複数のルーバと、を備える空気調和機の室内機において、室内機の停止
時には前記ルーバは前記吹出口を閉じる方向に回動されると共に、前記吹出口を閉じる方
向に回動された室内機停止時のルーバ角度を全閉角度とし、前記室内機の運転時に前記ル
ーバをオートスイングさせる機能を有し、前記オートスイング時の前記ルーバの最小角度
を第１角度とし、最大角度を第２角度としたとき、予め定めた所定の運転条件では、複数
の前記吹出口の内、一部の吹出口のルーバ角度を、室内機停止時のルーバ角度である全閉
角度よりも大きく且つ前記第１角度よりも小さい第３角度に設定され、他の前記吹出口の
ルーバはオートスイング或いは任意の角度に設定されることにある。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、複数の吹出口の一部の吹出口からの高速吹出しを可能にしつつ、各吹
出口に設けられているルーバのたわみを抑制することもできる空気調和機の室内機を得る
ことができる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の空気調和機の室内機の実施例１を示す斜視図である。
【図２】図１に示す室内機の縦断面図である。
【図３】図１，図２に示す吹出口の１つの要部断面図で、ルーバが全閉状態の図である。
【図４】図１，図２に示す吹出口の１つの要部断面図で、室内機運転中のルーバの最小角
度（第１角度）と最大角度（第２角度）を示す図である。
【図５】図１，図２に示す吹出口の１つの要部断面図で、本実施例１におけるルーバの第
３角度について説明する図である。
【図６】図５に示すルーバが第３角度の状態での作用を説明する図である。
【図７】ルーバを気流ブロック位置に回動させた従来の室内機を説明する要部断面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の具体的実施例を図面に基づいて説明する。各図において、同一符号を付
した部分は同一或いは相当する部分を示している。
【実施例１】
【００１５】
　本発明の空気調和機の室内機の実施例１を図１～図７を用いて説明する。
　まず、図１を用いて本実施例１における空気調和機の室内機の全体構成を説明する。図
１は、本実施例１の空気調和機の室内機を示す斜視図である。
【００１６】
　図１に示すように、空気調和機の室内機１は、図示していない室外機と冷媒配管で接続
されて冷媒回路が形成され、冷媒が循環されて冷凍サイクルを構成している。この室内機
１は、いわゆる天井カセット型であり、室内の天井などに埋め込まれる筐体２と、この筐
体２の下面開口を塞ぐように設けられた化粧パネル３などを備え、前記化粧パネル３には
、中央に設けられ、室内空気を吸い込む吸込口４と、この吸込口４を囲むように４か所設
けられた空気の吹出口５を備えている。
【００１７】
　前記吸込口４には吸込グリル６が設けられ、また前記各吹出口５には、それぞれ前記吹
出口５から吹出される空気の吹出し方向を調節するルーバ７が回動自在に設けられている
。なお、図１に示すルーバ７は、室内機１が停止されて、全閉となっている状態、即ちル
ーバ角度が全閉角度（０度）の状態を示している。全閉とは吹出口５を完全に塞いでいる
状態だけでなく、ルーバが吹出口をほぼ塞ぐように、ほぼ水平になっていて開口面積が最
小となっている状態も含んでいる。
【００１８】
　図２は図１に示す室内機１の縦断面図である。この図２に示すように、前記筐体２内の
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中央部にはモータ８と、このモータ８の回転軸に接続された遠心ファン９が設置されてい
る。前記モータ８は前記筐体２の天板中央に固定されている。
【００１９】
　また、前記遠心ファン９を取り囲むように、その遠心ファン９の周囲には平面視でロ字
状の熱交換器１０が設置されている。この熱交換器１０はクロスフィン型のフィンアンド
チューブ熱交換器である。また、この熱交換器１０の下部には該熱交換器１０で生じる結
露水を受けるためのドレンパン１１が設置されている。このドレンパン１１としては、一
般に発泡スチロール製の断熱材が使用され、前記熱交換器１０の下端に沿った水受溝が形
成され、この水受溝に前記熱交換器１０の下端部が入り込んでいる。また、図示はしてい
ないが、前記ドレンパン１１を構成する断熱材と一体、或いは別体の断熱材で吹出口５が
形成されている。
【００２０】
　２０は室内の天井であり、前記室内機１は前記天井２０に前記筐体２の部分が埋め込ま
れて設置されている。前記化粧パネル３は前記筐体２よりも一回り大きな正方形状に形成
されて、前記筐体２の下面を覆うように前記天井２０に沿って配置され、室内空間に露出
している。
【００２１】
　前記化粧パネル３の吹出口５に設けられているルーバ７は、図２では全閉位置（ルーバ
角度が０度）となっており、室内機１の運転が停止されている状態を示している。室内機
１が運転開始されると、前記吹出口５を開くように、前記ルーバ７は回動され、下吹きや
横吹きなど、ユーザがリモコン（図示せず）から設定した所定の角度に固定される。或い
はユーザがリモコンから、ルーバ７の動作をオートスイングに設定すると、ルーバ７は最
小角度から最大角度の範囲で、オートスイング動作を行う。
【００２２】
　また、前記室内機１の運転が開始されると、室内空気が前記吸込口４及び吸込グリル６
を介して前記遠心ファン９の吸込部１２から吸込まれ、該遠心ファン９の吐出部１３から
外周方向に吐出される。前記遠心ファン９から吐出された空気は、前記熱交換器１０を通
過して冷却或いは加熱された後、この空調空気は、前記熱交換器１０の外周面と前記筐体
２の内周面で形成される風路１４を介して、前記化粧パネル３に形成されている前記吹出
口５から室内に吹出される。
【００２３】
　この時、前記ルーバ７が下吹きの角度に設定されていると、前記空調空気は下方に吹出
され、横吹きの角度に設定されていると、横方向（水平方向）に吹出される。更に、前述
したオートスイングに設定された場合、ルーバ７は最小角度から最大角度の範囲で、オー
トスイング動作を行うので、前記空調空気は、前記ルーバ７の動きに応じて水平に近い方
向から垂直に近い方向まで吹出される。　
　なお、図２において、１５は前記遠心ファン９の下方に配置され、中央部に徐々に径を
小さくしながら前記遠心ファン９の吸込部１２に向けて立ち上がった開口部をもつベルマ
ウスであり、このベルマウス１５は前記吸込口４から吸い込まれた空気を前記遠心ファン
９に案内するためのものである。また、前記ベルマウス１５は、前記ドレンパン１１と共
に、前記筐体２の内部空間を、前記遠心ファン９の吸込側と吹出側に仕切っている。
【００２４】
　１６は室内機１の運転を制御するための制御基板等を収納している電気品箱で、この電
気品箱１６は前記ベルマウス１５の下面に設置されている。１７は前記吸込グリル６の上
側に設置された吸込フィルタである。
【００２５】
　次に、ルーバ７が全閉状態、即ちルーバ７が全閉角度（０度）の状態でのルーバ７付近
の構成を、図３を用いて説明する。図３は図１，図２に示す吹出口の１つの要部断面図で
、ルーバが全閉角度状態の図である。前記室内機１の運転が停止されると、前記ルーバ７
は図３に示す全閉角度の状態となり、室内機１の停止中に異物が室内機内に侵入するのを
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防止すると共に、室内機停止時の意匠性を向上させている。
【００２６】
　ルーバ７の全閉角度（０度）とは、この図３に示すように、一般には、吹出口５を完全
に塞ぐ状態ではなく、ルーバ７の左端及び右端と、吹出口５を形成している化粧パネル３
の壁面との間には僅かな隙間が形成されている状態であり、ルーバ７と吹出口５の壁面と
が干渉しないように構成されている。
  なお、図３において、３ａは前記吹出口５を形成している発泡スチロール製などの断熱
材である。
【００２７】
　前記ルーバ７は、図１に示すように、前記吹出口５の長手方向の一端から他端に亘って
延びる細長い板状或いは翼形状に形成され、このルーバ７は、その長手方向に延びる中心
軸１８に取付部材１９を介して固定されている。前記中心軸１８はその両端側に配設され
た支持部材（図示せず）に回転自在に支持され、ステッピングモータなどにより、その回
動が制御される。
【００２８】
　図４は図１，図２に示す吹出口の１つの要部断面図で、室内機運転中のルーバの最小角
度と最大角度を示す図である。即ち、図４は室内機１が運転されている状態での、ルーバ
７の動作範囲を示しており、実線で示すルーバ７ａは、リモコン（図示せず）でユーザが
設定できるルーバ７の最小角度（第１角度）を示しており、一点鎖線で示すルーバ７ｂは
、リモコンでユーザが設定できるルーバ７の最大角度（第２角度）を示している。
【００２９】
　前記ルーバ７が最小角度（第１角度）の位置７ａに設定されると、吹出口５から吹出さ
れる空調空気はほぼ水平方向に吹出される横吹き運転となる。一方、前記ルーバ７が最大
角度（第２角度）の位置７ｂに設定されると、吹出口５から吹出される空調空気はほぼ垂
直方向に吹出される下吹き運転となる。
【００３０】
　なお、図３に示す室外機１停止時のルーバ角度である前記全閉角度を０度としたとき、
本実施例では、前記最小角度（第１角度）を例えば２８度とし、前記最大角度（第２角度
）を例えば６４度としている。なお、前記最小角度（第１角度）は、例えば２７～３０度
程度の範囲で任意に設定すると良い。また、前記最大角度（第２角度）は、例えば６０～
７０度程度の範囲で任意に設定すると良い。
【００３１】
　室内機１運転中の前記ルーバ７の角度は、前述した最小角度と最大角度にリモコンから
設定可能なだけでなく、前述した最小角度と最大角度との間を数度刻みで複数段階、リモ
コンから設定可能に構成されている。例えば、最小角度を１段目、最大角度を７段目とし
て、前記１段目と７段目の間に５段階（２段目～６段目）の角度を設定できるように構成
されている。なお、ルーバ７の角度は７段階に限られず、それより多くしても小さくして
も良い。また、ルーバ角度を無段階で任意の角度に設定できるように構成しても良い。
【００３２】
　リモコンから前記ルーバ７の動作をオートスイングに設定すると、ルーバ７は、オート
スイング設定開始時の角度、例えば最小角度である１段目から順次２段目、３段目、…と
角度が最大角度の７段目まで増加し、その後、逆方向に順次６段目、５段目、…と最小角
度の１段目まで減少するという往復動作を繰り返す。
【００３３】
　なお、オートスイングは１段目～７段目の間の往復動作に限られず、例えば３段目～７
段目の往復動作をするように構成しても良い。また、オートスイング時には、ルーバ角度
が無段階に滑らかに変化するように構成することもできる。
【００３４】
　上述したような空気調和機の室内機において、例えば暖房運転において、外気温度と室
温との温度差が非常に大きいような高負荷運転時には、暖かい空気が下方向に供給される
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ように風向を下吹きとすることが行われているが、吹出し空気を十分に床面まで到達させ
ることができない場合がある。
【００３５】
　このような場合、ルーバ７を気流ブロック位置とするものが知られている。図７はルー
バ７を前記気流ブロック位置に回動させた従来の室内機を説明する要部断面図である。前
記気流ブロック位置とは、図７に示すように、室内機１の吹出口５の一部のルーバ７を、
吹出口の開口面積が小さくなるように、最大の下吹き位置（図４に１点鎖線で示す最大角
度の位置）よりも更に大きな角度に回動させるものである。
【００３６】
　例えば、図１に示す４つの吹出口５のうちの１つまたは２つの吹出口のルーバを前記気
流ブロック位置とすることにより、他の吹出口５からの空気の吹出し風速を増加させるこ
とができ、吹出し空気を床面まで到達させることが可能になる。
【００３７】
　しかし、前記気流ブロック位置は、ルーバ７が通常使用する最大角度から更に角度を大
きくするので、ルーバ７が化粧パネル３の吹出口５や前記ドレンパン１１（図２参照）の
部分の吹出口５に深く入り込み、前記吹出口を形成している断熱材３ａ、或いは前記ドレ
ンパン１１の部分の吹出口５を形成している断熱材と干渉する。
【００３８】
　このため、通常の室内機１では、ルーバ７が、断熱材３ａなどで構成されている吹出口
５の壁面と干渉するのを防止するため、ルーバ７を前記気流ブロック位置まで回転させて
も吹出口５の壁面と干渉しないように、ルーバ付近の吹出口の内部構造を変更する必要が
あった。
【００３９】
　また、室内機１の吹出口５の開口面積を小さくするための別の手段として、４つ設けら
れている前記吹出口５のうちの一部の吹出口のルーバを、図３に示すように、全閉位置（
運転停止時の位置）とすることで、残りの吹出口における風速を増加させることも考えら
れる。このような手段によれば、ルーバ７が、断熱材などで構成されている吹出口５の壁
面と干渉することはないので、ルーバ７付近の吹出口５の内部構造を変更する必要はない
。
【００４０】
　しかし、一部の吹出口５のルーバ７を全閉位置にして室内機を運転すると、全閉位置に
されたルーバは、吹出し空気の風圧によって大きくたわむと共に、前記吹出し空気は高温
であるため、樹脂製のルーバは長時間運転されると塑性変形を引き起こし易いという課題
がある。
【００４１】
　上記課題を解決する本実施例の空気調和機の室内機の構成を、図５及び図６を用いて説
明する。図５は図１，図２に示す吹出口の１つの要部断面図で、本実施例１におけるルー
バの第３角度について説明する図、図６は図５に示すルーバが第３角度の状態での作用を
説明する図である。
【００４２】
　図５において、一点鎖線で示すルーバ７の位置７ａは、前記ルーバ７が最小角度（第１
角度）の位置に設定されている場合を示し、同じく一点鎖線で示すルーバ７の位置７ｂは
、前記ルーバ７が最大角度（第２角度）の位置に設定されている場合を示している。これ
らのルーバ７の位置７ａ，７ｂはリモコン（図示せず）から設定可能なルーバ７の角度で
あり、従来の室内機に一般的に具備されている機能である。また、前記ルーバ７は前記第
１の角度位置７ａから前記第２の角度位置の範囲でオートスイングする機能も一般的に備
えられており、リモコンから設定可能である。
【００４３】
　本実施例は、図１に示す４つの吹出口５におけるそれぞれのルーバ７の角度を、図５に
示すように、図３に示す室内機停止時のルーバ角度である全閉角度（ルーバ角度０度）よ
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りも大きく且つリモコンから設定可能な前記ルーバ７の最小開度である第１角度よりも小
さい第３角度の位置７ｃに設定できるように構成されているものである。
【００４４】
　前記ルーバ７の第３角度の位置７ｃは、ユーザがリモコンから設定できる角度ではなく
、暖房運転の運転開始時など、予め定めた所定の運転条件の場合に、空気調和機の室内機
１等に備えられている制御装置から自動的に設定されるルーバ７の角度位置である。
  例えば前記第１の角度が２８度である場合、前記第３角度は、室内機停止時の全閉角度
である０度よりも大きく、ユーザがリモコンから設定できる最小角度である前記第１角度
（２８度）よりも小さい角度、例えば１４度などに設定される。前記第３角度は、１４度
には限られず、５～２５度の範囲で任意に設定すると良い。
【００４５】
　即ち、本実施例は、リモコンから設定可能なルーバ７の角度である最小角度（第１角度
）を１段目とし、最大角度（第２角度）を７段目とした場合、前記第３角度は０．５段目
の角度に相当し、この０．５段目の角度は、ユーザがリモコンから設定可能なルーバ角度
ではなく、室外機１等に設けられている制御装置から、所定の運転条件の場合に自動的に
設定される角度である。
【００４６】
　本実施例では、上述したように、各ルーバ７を前記第３角度（０．５段目の角度）の位
置７ｃに設定できるように構成されており、空気調和機が予め定めた所定の運転条件の場
合に、複数の吹出口５のルーバ７のうち、一部の吹出口５のルーバ７が前記第３角度の位
置７ｃに設定されるものである。
【００４７】
　一部の吹出口５のルーバ７が前記第３角度（ルーバの全閉角度より大きく第１角度より
も小さい角度）の位置に設定されることにより、図６にハッチングの円で示すように、吹
出口５の壁面とルーバ７の端部との間に小さい隙間２１を形成することができる。従って
、この隙間２１から気流を吹き出させることができるので、風圧によるルーバのたわみを
低減できる。従って、ルーバ７のたわみを小さく抑えることができるので、高温の空気を
室内に吹き出す場合であってもルーバが塑性変形するのを抑制することができる。
【００４８】
　なお、前記第３角度に設定される前記ルーバ７は、所定時間毎に順次切り替えられるよ
うに構成すると良い。また、他の吹出口５のルーバ７は前記リモコンから設定可能なルー
バ動作が為される。即ち、他のルーバ７はオートスイングに設定されたり、或いは任意の
ルーバ角度に設定される。
【００４９】
　空気調和機の予め定めた前記所定の運転条件とは、例えば次のよう運転条件であり、次
のような運転が為される場合に、複数の吹出口のルーバの内の一部の吹出口のルーバが、
例えば室内機１に備えられている制御装置（図示せず）から自動的に前記第３角度に設定
されるように構成すると良い。
  （１）暖房運転が設定された場合。
  （２）暖房運転時や冷房運転時に、外気温度と室温との温度差が予め定めた所定の温度
差以上に大きい高負荷運転条件で運転される場合。
  （３）暖房運転時や冷房運転時に、吹出し空気を床面付近など通常より遠くまで到達さ
せる高速吹出し設定が為された場合。
  （４）暖房運転時等に吹出し風速を大きくして、室内の上部と下部の温度差を小さくす
る攪拌運転が設定された場合、或いは空気調和機の制御装置が自動的に攪拌運転を実行す
る場合。
【００５０】
　なお、前記第３角度は、前述したように、ユーザが、リモコンから任意のルーバを、前
記第３角度に設定することができるものではなく、高速吹出し設定などが為された場合に
、空気調和機の制御装置から自動的に設定される角度である。例えば、上述した（１）（
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３）（４）の何れかの運転が設定されたり、或いは上記（２）の条件で運転される場合や
上記（４）の攪拌運転が自動的に実行される場合に、前記制御装置から自動的に、何れか
の吹出口５のルーバ７の角度が第３角度位置に設定される。
【００５１】
　このように構成することにより、前記第３角度に設定されたルーバ部分の吹出口５の開
口面積は小さくなるから、その吹出口５から吹き出される風量は大幅に低減され、他の吹
出口５からの吹出し風速を十分に増加できる。従って、吹出し空気を床面など十分遠くの
位置まで到達させることが可能となる。
【００５２】
　また、前記第３角度に設定されたルーバ部分の吹出口５では、該吹出口５の壁面と前記
ルーバ７の端部との間に前述した小さい隙間２１を形成することができ、この隙間２１か
ら気流を吹き出させることができるので、風圧によるルーバ７のたわみを低減できる。従
って、遠心ファン９の回転数を増加させ、多量の高温空気を室内に吹き出す場合であって
も、ルーバ７のたわみを低減できるから、ルーバ７が塑性変形するのも抑制することがで
きる。
【００５３】
　なお、上述した実施例では、予め定めた所定の運転条件になると、複数の前記吹出口の
内、一部の吹出口のルーバの角度を、前記第３角度に設定する構成としているが、この構
成に代えて次のように構成しても良い。
  即ち、前記所定の運転条件になった場合、複数の吹出口５の内の一部の吹出口のルーバ
７の角度を、すぐに前記第３角度に制御するのではなく、まずルーバ７が塑性変形を起こ
さない程度の所定時間だけ、まず全閉角度に保持し、その後、前記所定時間経過後に前記
ルーバ７を前記第３角度に制御するようにしても良い。
【００５４】
　このように構成することにより、前記ルーバ７が全閉角度に保持されている時には、前
記第３角度に制御された場合よりも、他の吹出口５からの吹出風速を更に大きくできるか
ら、高速吹出しの効果を更に向上できる。しかも、全閉角度に制御された前記ルーバ７が
塑性変形を起こす前に該ルーバ７を前記第３角度に制御するので、ルーバ７の塑性変形も
防止できる効果が得られる。
【００５５】
　また、上述した実施例では、リモコンで設定可能な最小角度を第１角度とし、室内機停
止時のルーバ角度である全閉角度よりも大きく且つ前記第１角度よりも小さいルーバ角度
を第３角度としたが、これに代えて、以下のように構成しても良い。
  即ち、ルーバをオートスイングさせる機能を有するものでは、オートスイング時のルー
バの最小角度を第１角度とし、室内機停止時のルーバ角度である全閉角度よりも大きく且
つ前記第１角度よりも小さいルーバ角度を第３角度に設定しても良い。この場合、第３角
度に設定されたルーバ以外のルーバを備える他の吹出口５のルーバはオートスイング或い
は任意の角度に設定される。
【００５６】
　以上説明したように、本実施例では、高速吹出し設定などが為された場合など、予め定
めた所定の運転条件では、複数の前記吹出口５の内、一部の吹出口のルーバ７の角度を、
室内機停止時のルーバ角度である全閉角度（０度）よりも大きく且つリモコンで設定可能
な或いはオートスイング時の最小角度である第１角度よりも小さい第３角度に設定され、
他の吹出口のルーバ７はリモコンから設定可能なルーバ動作を行うように構成しているの
で、複数の吹出口５の一部の吹出口からの高速吹出しを可能にしつつ、各吹出口５に設け
られているルーバ７のたわみを抑制することもできる空気調和機の室内機を得ることがで
きる効果がある。
【００５７】
　なお、本発明は上述した実施例に限定されるものではなく、様々な変形例が含まれる。
また、上記した実施例は本発明を分かりやすく説明するために詳細に説明したものであり
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、必ずしも説明した全ての構成を備えるものに限定されるものではない。
【符号の説明】
【００５８】
　１：室内機、２：筐体、３：化粧パネル、３ａ：断熱材、４：吸込口、５：吹出口、６
：吸込グリル、７：ルーバ、７ａ：最小角度（第１角度）の位置、７ｂ：最大角度（第２
角度）の位置、８：モータ、９：遠心ファン、１０：熱交換器、１１：ドレンパン、１２
：吸込部、１３：吐出部、１４：風路、１５：ベルマウス、１６：電気品箱、１７：吸込
フィルタ、１８：中心軸、１９：取付部材、２０：天井、２１：隙間。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図７】
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